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民衆生業の再編
――インドネシア・ジョグジャカルタ特別州の学生街の事例――
間 瀬 朋 子*
Restructuring of People’s Activities as a Means of Livelihood:
Case of a Campus Area in the Special Region of Yogyakarta, Indonesia
MaSe Tomoko*
Abstract
It is notable that the income earned by mobile stall vendors, fixed stall owners, kiosk owners, 
and dinette owners in every densely populated area in Indonesia depends on the purchasing power 
of its local residents as consumers. The aim of this article is to describe contemporary situation of 
both suppliers of daily goods and services and their consumers (mainly students) in a campus area 
of Yogyakarta named area “A”, based on direct observations and quantitative surveys during these 
eight years (from 2010 to 2018).
The purchasing power of consumers in area “A” is quite high. The increase in the number of 
wealthy consumers has gradually transformed the business situation and economic scenery in the 
area. Around 2010, despite changes in consumers’ purchasing power, consumption styles, and sense 
of values, street vendors and stall owners continued to barely eke out a living, as they did in the 
beginning of the 2000s. But the environment surrounding of them has changed dramatically in these 
8 years. Further changes were recognized in the way consumers deal with street vendors, stalls, 
kiosk, and dinettes in back alleys of area “A”. 
The continuous observations try to discover vendors and stall owners’ limit and their changing 
process, even though it is still not enough to analyze the determinant that has caused restructuring 
of these people’s activities as a means of livelihood in the area.
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は じ め に
本稿は，ジャワ島中部の学生街を舞台にして，モノ売り業をはじめとする民衆生業の形態





















い。A 地区での民衆生業に関する定点観測は，2010 年 2 月後半から 4 月初めの約 50 日間，













クター 2) として ILO に提唱された経済活動に重なる。
インドネシアの民衆生業をめぐってさまざまなアプローチでなされた諸研究についてはラ
ファエラ［2005: 172-176］が目配りのきいたまとめをしているので，参照されたい。彼は，












Depok, Kabupaten Sleman, Propinsi Daerah Istimewa Yogyakarta）に属する学生街である。
インドネシア中央統計庁スレマン県支部が刊行した『2018 年数字でみるデポック郡』にある
2017 年の数字でいえば，同郡は広さ 35.6 平方キロメートル，人口 18 万 9,649 人で，行政的
には 3 つの町・村（kelurahan ／ desa）および 58 の集落（padukuhan ／ dusun）で構成
されている［BPS Kabupaten Suleman 2018］。ここには，国立ガジャ・マダ大学，ジョグジャ
カルタ国立大学，私立インドネシア・イスラーム大学，カトリック系私立サナタ・ダルマ大学，
カトリック系私立アトマ・ジャヤ大学，私立アミコム（AMIKOM：情報管理・コンピューター）
大学，国立ジョグジャカルタ国家開発「退役軍人」大学（UPN "Veteran"）など 36 の各種








A 地区自体の広さは 1 平方キロメートルよりやや広い程度で，主にチャトル・トゥンガル
町（Kelurahan Catur Tunggal ／ 11.0 平方キロメートル／ 人口 8 万 1,473 人［2017 年］）3) 
の領域を占め，一部チョンドン・チャトゥル町（Kelurahan Condong Catur）にまたがる。
図 1「A 地区周辺図」にみるとおり，西側で南北に伸びるカリウラン通り（Jl. Kaliurang，
A 地区の表舞台），東側で南北に伸びるグジャヤン通り（Jl. Gejayan，別名アファンディ通
り Jl. Affandi），北側を東西に走る環状道路（Ringroad Utara），南側で東西に通じるマタラ
ム用水路（Serokan Mataram）に同地区は囲まれている。
2012 年，大学生が集まっているであろう A 地区に建つ下宿の数を勘定した。見た目に 5
室以下の小規模，6 ～ 14 室ほどの中規模，それ以上の大規模と，下宿を 3 通りに分類した上
で，A 地区の通り・路地を歩いて数えた。すると，表 1「A 地区下宿数の推移」にみるとおり，
小規模 395 軒，中規模 446 軒，大規模 93 軒の合計 934 軒，同地区の路地裏の隅々までが下
3) インドネシア中央統計庁ジョグジャカルタ特別州支部によれば，チャトゥル・トゥンガル町の人口の
約 4 分の 1 は学生で，人口密度は 3,965 人（2018 年）である。
図 1 　A 地区周辺図
出典：スレマン県ウェブサイトとフィールドワークにもとづいて筆者作成
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宿であふれかえっているようすを確認した。
表 1　A 地区下宿数の推移








2016 年に A 地区の下宿の数を再度勘定した。前掲の表 1 でみると，2012 年と 2016 年で
は大きな違いがあった。すなわち，トイレ・シャワールームつきの個室スタイルで，エアコン，
ワイヤレスインターネット環境，大型駐車場を備え，24 時間体制で管理人のいるホテルのよ
うなハイグレードの下宿は 2012 年の時点では A 地区になかったのに，2016 年には規模を問
わず42軒を数えるまでになっている。2016年のA地区の下宿は小規模661軒，中規模460軒，
中規模ハイグレード 8 軒，大規模 213 軒，大規模ハイグレード 34 軒の合計 1,376 軒になり，
2012 年から 1.4 倍に増加している。ここから推察すれば，2012 年から 2016 年のあいだに A
地区の消費者数は大幅に増加している。













































ンチャイズ展開をはじめた。A 地区初の 16 階建て高級アパートが同通りに完成し，その 1
階部分にアメリカ・シアトル発の人気のコーヒーショップが開業した。
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価格は据え置き，そばの量を減らすことにしている」（2012 年 9 月 12 日聞き取り／ A
地区路地裏の焼きめし・焼きそば売り 50 歳代／男性）
「毎日営業する店に負けないよう定休日をなくした。客の洗濯ものは安く仕入れた芳
























の開始当初（1990 年代末～ 2000 年代初め）と 2010 年では，高等教育機関を取り巻く状況
が異なっている。
2　大学生の消費様式にみられる変化
ここで，筆者自身が 2012 年 7 月から 9 月にかけて A 地区界隈の大学に通う現役大学生 55













2010 年をすぎると，自己申告にもとづく下宿大学生たちの月額生活費は 2000 年代半ばご
ろの大学生の約 2 倍，すなわち平均 122 万ルピア（1 万 1,000 円）になっていた。2010 年の
ジョグジャカルタ特別州の法定最低賃金水準で働く労働者の月収は 74 万 5,694 ルピア（7,700
4) 主に A 地区に隣接する国立ガジャ・マダ大学農学部の学生に質問票を配布して，回答してもらった。
5) A 地区の下宿や小食堂などで対象者に直接質問票を配布する，または A 地区および A 地区界隈に下
宿をしていた経験のある対象者にメール添付で質問票を配布するなどして，回答を求めた。
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店で食事をする。最近できたコーヒーショップには行きたいが，コーヒー 1 杯が 8,000
ルピア（70 円）だから。焼きめし 1 皿と同じ価格だと思うと，やや躊躇する」（2012




（2014 年 2 月 22 日聞き取り／ A 地区に下宿をする大学生　20 歳代／男性）





A 地区界隈の下宿大学生が自己申告する月額生活費に 100 万～ 250 万ルピア（8,600 ～２万
1,600 円）という大きなばらつきがみられた。このばらつきについて説明できないにしても，




























（2019 年 1 月 4 日聞き取り／ A 地区地元住民 60 歳代／男性）
III　A 地区の民衆生業
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1　民衆生業の数とそのあつかう財・サービスの種類




2010 年の A 地区において，バラエティに富んだ飲食物や雑貨などの財と日常生活を送るの







りあつかいが操業数の 68.6%（795 軒）を占めている。これらが A 地区の住民にとっての基
本的必要に応じた財・サービス，つまり基本財・サービスである 8)。
7) 2010 年には 18:00 ～ 20:00 に，2016 年と 2018 年には 15:00 ～ 20:00 に，A 地区をオートバイで回っ
て民衆生業の操業数や財・サービス種に関する調査を実施した。これらの調査では，朝と昼に操業す
る民衆生業，とくに各種行商の数を漏らしている。







日用雑貨 122 127 101 2016 年以降に逓減
ランドリー 109 141 114 2016 年以降に減少
小食堂 101 110 64 2016 年以降に減少
携帯電話通話カード 70 35 31 2010 年以降に半減
緑豆ぜんざい（＋即席麺＋即席飲料＋ごはんもの） 59 70 60 2016 年以降逓減
コピーサービス 51 50 52 安定的
プニェタン * 46 47 66 増加
電話サービス 41 4 0 消滅
PC，プリンター関連 39 34 33 安定的
理髪業 35 34 43 増加
アンクリンガン（紅茶，生姜湯等の屋台カフェ） 34 30 33 安定的
バッソ（ミートボールスープ） 24 23 25 安定的
パンク修理，オートバイメンテ 24 20 31 増加
縫製 22 23 10 2016 年以降に激減
インターネットサービス 18 10 0 消滅
基本財・サービスをあつかう民衆生業の操業数 795 758 663 減少
基本財・サービス以外をあつかう民衆生業の操業数 364 945 850 急増，ピーク通過
民衆生業の操業数 1159 1703 1513 増加，ピーク通過
基本財・サービスをあつかう民衆生業の割合 68.60% 44.50% 43.80% 2010 年以降に減少
前掲の図 2 によれば，2016 年の A 地区では，319 種類の財・サービス，総数 1,703 軒の
民衆生業が活動していた。II 章の 3 で説明したように，このころには消費者の民衆生業離れ
の傾向がみられることに反して，2010 ～ 2016 年のあいだに民衆生業の財・サービスの種類
で 184.8%，総数で 46.9% という大幅な増加があった。他方で，表 2 に目を移すと，2010 年
に 795 軒あった基本財・サービスをあつかう民衆生業は 2016 年には 758 軒に減少し，基本財・
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的に一段と豊かになるにつれて民衆生業離れする大学生消費者たちの関心を引こうとすると
ころに起こった財・サービスの多様化は，民衆生業従事者たちの生き残り戦略のひとつである。





ウに依存した財・サービスの種類の多様化には限界があり，2016 ～ 2018 年におそらくその






ぽう，基本財・サービスのあつかいは減少している。2016 ～ 2018 年には，その双方が減少
している。2010 ～ 2018 年をつうじて，基本財・サービスのあつかいは減少の一途をたどっ
てきた。2010 ～ 2016 年の期間に，インターネット・オンラインゲームサービスと携帯電話
通話カードの商売は激減している。インドネシア全土で 2013 ～ 2016 年のあいだにスマート




て変化するのである。2010 ～ 2016 年のあいだに増加をみた基本財・サービスは日用雑貨，
ランドリー，小食堂，調理ずみインスタント麺やインスタントコーヒーなども商う緑豆ぜん
ざいキオスクだったが，そのすべてが 2016 年以降は減少に転じている。2000 年代初めごろ
には連日・終日大賑わいだった小食堂の大半は，2016 年以降だれの目にも閑散と映るように
なった。その廃業や別の飲食物への商売替えはあとを絶たない。
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